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次回講演会予告
千葉県地方自治研究集会

テーマ「新しい公共、自治体でどう取り組むか」
基調講演　名和田是彦（法政大学法学部教授）

パネルディスカッション
　①コーディネーター　宮崎　伸光（法政大学法学部教授、当センター副理事長）

　②パネラー　　　　　名和田是彦（法政大学法学部教授）

　　　　　　　　　　　横山久雅子（白井市長）

　　　　　　　　　　　網中　　肇（当センター研究員）

　　　　　　　　　　　人選中（新しい公共の実践団体）

開催日時　2010年9月25日（土）13時30分（予定）
開催場所　ホテルスプリングス幕張（予定）
主　　催　自治労千葉県本部と一般社団法人千葉県地方自治研究センターの共催

編 集 後 記
　自治研ちば第 2 号を発刊することになりました。今回は自治研センター講演会における結城康博先生の講演を
要約して特集として掲載いたしました。当研究センターの理事でもある結城先生は現場を経験した社会保障の研
究者として、メディアへの登場や本の出版等を通じて、最近「売れっ子」の状態です。今回は民主党政権の社会
保障政策を現場の立場から検証し、批判的に情報発信していただきました。期待された民主党による政権交代も、
わずか８ヶ月で鳩山内閣が崩壊するという事態に陥りました。今後の展開は混沌としておりますが生活者と地域
に目を向けた政権運営を切に期待するものです。
　今回はほかに、井下田理事長の「房総の自治鉱脈」宮崎先生の財政分析講座も佳境に入りつつありますし、千
葉県、千葉市の予算の現状についても、当センターの理事であります県議、市議の方から投稿していただきました。
次回以降も会員の中から地域での取組みを紹介する記事の投稿を期待します。
　さて当研究センターも発足から半年が経過しました。徐々に知名度も上がってきたようで問い合わせも増えて
きました。事務局体制も週 3 日の専従体制を整え事務所にも地方自治に関する冊子が数多く並び始めており、研
究機関らしくなってきました。先日も議会の勉強会への講師派遣依頼がありましたが、千葉県内の地方自治研究
の拠点として成長していければと考えております。今年度は自治体を対象にした、財政分析の研究会を開始する
予定ですし、次回のイベントとして「新しい公共」を題材にした、講演とシンポジュウムも企画しております。
市民、議員、研究者、自治体職員の交流の場として会員の皆様が活用していただければ幸いです。

事務局長　高橋　秀雄
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